
　関西医科大学看護同窓会の皆さまいかがお過ごしでしょうか。
　本同窓会も看護学部の卒業生１～３期生の入会があり現在
5,700名を超え会員は、看護をはじめ様々な分野で活躍されてい
ます。
　本同窓会が会員一人ひとりにとっても、学生会員にとっても
より身近な存在に感じて頂けるように第１号の会報をお届けす
ることになりました。
　令和６年11月10日には、第７回総会を開催いたします。母校
を支援する同窓会としての組織の維持・拡大と、会員の和が繋
がる機会にしたいと思っています。今後とも、皆さまのご支援・
お力添えをよろしくお願いします。

会長　安　田　照　美
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関西医科大学　看護学部 4年次生　山本帆乃香さん

関西医科大学　看護学部１期生　白石貴幸さん

関西医科大学　看護学部２期生　草地瑛子さん

　看護同窓会の皆さま、第１号会報の寄稿者に選んでいただきましたことに

感謝申し上げるとともに、気持ちの引き締まる思いです。

　私は現在、国家試験の合格に向け勉強中であり、かつ平行して実習中で、

時に気持ちが折れそうになりながらも、仲間や先生方に励まされ、頑張って

います。領域実習では初産婦の方を受け持たせていただいたことが印象的で

した。初めての妊娠・出産で育児に対する不安が強く、新しく始まる自宅で

の生活に期待と不安を胸に退院された姿を見て、親になることの責任感と母

親の強さを感じました。このような経験を活かして卒業後には入院中はもち

ろんですが、自宅での生活を見据えた、患者さんの生活を尊重できる看護師

になりたいと考えています。

　関西医科大学附属病院看護師の白石貴幸です。私は関西医科大学看護学部

を１期生として卒業し、現在は高度救命救急センターで働いています。セン

ターでは、重症外傷や様々なショック等の超急性期の患者さんに対して多職

種で連携しながら重症管理、早期回復に向けた支援を行っています。意識レ

ベルの低下や人工呼吸器の使用によって自身で苦痛を訴えることができない

患者も多いため、私たちは様々な視点から観察を行い、苦痛の評価、軽減に

努めています。ケアが身を結び、患者さんの苦痛が軽減できて穏やかな表情

になったときは看護師としてのやりがいを感じます。これからも患者さんに

寄り添い、予測性をもって苦痛を軽減できるように、看護師としての感性を

磨いていきたいです。

　私の学生時代は、コロナ禍で、患者さんとのコミュニケーションや看護ケ

アを経験できる機会がほぼありませんでした。

　そのため、入職してからは、何もかもが初めてで、日々の業務をこなすこ

とで精一杯でした。そのような中、いつも丁寧に指導してくださった先輩方

や未熟な私に「ありがとう」と感謝の言葉をかけてくださる患者さんから力

を頂き、不安や焦りが少しずつ安心ややりがいに変わっていきました。

　２年目になり、常に見守られていた１年目に比べると、任せられることも

増え、成長を感じると同時に看護師としての責任の大きさも感じています。

今後も、患者さんの大切にしていることや望みを理解し、ひとり一人に寄り

添った看護ができるよう努力していきたいと思います。

在校生から在校生からのメッセージのメッセージ

卒業生から卒業生からのメッセージのメッセージ
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関西医科大学附属滝井病院　元看護部長　友久壽恵子さん

訪問看護ステーションみらい　代表取締役社長　岩出るり子さん

　卒業して54年　学生時代には新カリキュラムに示された「看護師の仕事の

独自性」「患者中心の看護」について、同学年で話し合う機会が多く、若い

学生の頃に、看護についての理解を深め学ぶ事が多くありました。

　今年３月末で退職しました。特に学生時代の学び、現役時代の人との関わ

り、患者中心の看護を実践する事で、目指した看護師としての仕事、与えら

れた部署での役割を54年間で果たす事が出来たと思います。

　これから看護師を目指す人達は、看護の奥深さを追求し、常に輝かしい方

向に向かい、医療チームの一員として自覚を持って役割を担っていただきた

いと思います。

　退職後は地域の方達との関わり、家事・孫の世話等、また健康維持では鶴

見緑地公園を友人と１時間ほど歩くなど、日々忙しく過ごしています。

　「関西医科大学看護同窓会だより」の発刊おめでとうございます。旧滝井

病院で小児科内科の混合病棟に勤務し看護の基本を教えていただきました。

子供達の「お家に帰りたい」という言葉を聞き、受け皿になりたいと訪問看

護の道に進みました。20年前に枚方市で、㈲訪問看護ステーションみらいを

設立。“心こそ大切”をモットーに看護しています。高度医療ケアを必要とす

る子供が増加する中、安心して生活していただけるように児童発達支援・放

課後デイサービスきぼうの事業も開始しました。又、看護専門学校で、自身

が学んだ高殿・牧野で在宅看護論の非常勤講師をさせていただきました。卒

業生のご活躍を心より願っています。私も、地域の子供から高齢者１人１人

を大切に看護！頑張っていきます。

　関西医科大学看護同窓会に多くの方々からご寄付金を賜りまして誠にありがとう

ございました。皆様方の温かいご支援に、あらためて心より厚くお礼申し上げます。

賜りましたご厚意は、学業支援として有効に活用させていただきます。

　尚、寄付金につきましては、総会において氏名を開示し、年度ごとの寄付総額を

会計報告致します。匿名を希望されます場合は、本同窓会事務局にお知らせください。

　今後とも変わらぬご支援を心からお願い申し上げます。

卒業生から卒業生からのメッセージのメッセージ

ご寄付の御礼ご寄付の御礼
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　平素より、関西医科大学看護学部の運営に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。2018年に「関
西医科大学看護同窓会」へと名称変更してから、本年２回目の総会・講演会を開催いたします。ご多忙
とは存じますがご参加くださいますようご案内申し上げます。

日　時：2024年11月10日（日）10：30 ～ 12：30（総会・講演会）
場　所：枚方市総合文化芸術センター（ひらしんイベントホール）
講演会テーマ：「知っておきたい認知症ケア～看護者そして家族として～」
講　師：関西医科大学附属病院　看護部　認知症看護認定看護師　植　留美  先生

定期総会・講演会のご案内

ご寄付のお願い

2021年度以降の関西医科大学看護学部卒業生・修了生のみなさまへ2021年度以降の関西医科大学看護学部卒業生・修了生のみなさまへ

　関西医科大学看護同窓会では、年間を通じてご寄付のご協力をお願いしております。
　皆様からいただきましたご寄付は、会費とともに関西医科大学看護同窓会の財源として活用させてい
ただきます。

【ご寄付の方法】
　振込先
「ゆうちょ銀行」および「郵便局払込取扱票」からの振り込みの場合
　　ゆうちょ銀行　記号14150　番号80137031
　　「関西医科大学看護同窓会」
「他の銀行」から「ゆうちょ銀行」への振り込みの場合
　　ゆうちょ銀行　店名四一八　店番418　預金種目　普通預金　番号8013703
　　「関西医科大学看護同窓会」

　看護学部・看護学研究科のご卒業、ご修了に伴い正会員となり、本学の看護同窓会への入会登録が別
途必要となります。登録がお済みでない方は、入会登録の手続きをよろしくお願いいたします。
　会費：20,000円（登録時のみの終身会費となっております）

【終身会費納入の方法】
　※上記「ご寄付の方法」と同じ

事務局からのお知らせ

〒 573 ー 1004
大阪府枚方市新町 2 丁目 2 番 2 号
関西医科大学枚方キャンパス看護学部棟
関西医科大学看護同窓会　事務局　宛
TEL：072（804）0205　
FAX：072（804）0235
対応時間 : 平日 9 時 ～ 17 時

枚方市総合文化芸術センター
QRコード（ ）


